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宝

こ
の
報
告
書
は
、
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
十
二
年
度
に
管
内
市
町
村
に
協
力

を
依
頼
し
、
予
備
調
査
と
し
て
県
内
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
中
世
か
ら
近
世
ま
で

の
絵
画

・
彫
刻

。
工
芸
品

。
建
造
物
等
の
自
録
を
作
成
し
て
昭
和
四
十
三
年
度
か

ら
三
カ
年
計
画
で
本
調
査
を
実
勉
し
た
結
果
の
集
録
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
文
化
財
保
護
条
例
制
定
等
が
し
だ
い
に
す
す
め
ら
れ
文
化
財
保

護
へ
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
き
で
も
あ
り
、
ま
た
市
町
村
か
ら
の
要
望
も

あ
っ
て
真
に
価
値
あ
る
文
化
財
の
保
存
を
は
か
る
た
め
の
価
値
判
断
の
資
料
と
す

る
た
め
、
県
内
の
社
寺
あ
る
い
は
民
間
に
残
る
す
べ
て
の
文
化
遺
産
を
対
象
に
調

査
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
対
象
の
物
件
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
か
つ
専
門

的
識
見
を
必
要
と
す
る
た
め
、
文
化
庁
か
ら
種
目
別
に
斯
道
の
調
査
官
の
派
遣
を

依
頼
し
て
、
県
を
北

。
中

ｏ
南
部
の
三
地
区
に
分
け
、
総
合
調
査
を
実
施
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

古
代
遺
跡
の
豊
富
さ
に
く
ら
べ
て
中

ｏ
近
世
の
資
料
に
乏
し
い
と
い
わ
れ
て
い

る
本
県
に
、
さ
き
に
実
施
し
た

「
郷
土
文
化
財
基
礎
調
査
」
と
あ
わ
せ
数
多
く
の

す
ぐ
れ
た
文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
を
文
化
財
保
存
活
用
の
資
料
に
し
て
い

電
れ

学

予

た
だ
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
が
広
く
県
民
各
位
の
郷
上
の
文
化
財
に
対
す
る

認
識
と
理
解
に
つ
な
が
り
、
文
化
財
愛
護

へ
の

一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
と
信
ず
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
こ
の
調
査
に
終
始
ご
協
力
ご
指
導
い
た
だ
い
た
文
化
庁
伊
藤
延
男

田
辺
三
郎
助

・
郷
家
忠
臣
の
各
氏
に
対
し
ま
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
二
月

一
日

宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
穂
　
積
　
正
　
晴
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一
、
彫
刻
の
部

一
、
彫
刻
の
部

二
、
工
芸
品
の
部
・

三
、
建
造
物
の
部

県
北
地
区
の
文
化
財

（図
版
）

第
　
一
一　
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県
南
地
区
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文
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財
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和
四
十
四
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査
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一
、
彫
刻
の
部
・
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造
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南
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文
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版
）

第
　
一二
　
部

県
中
地
区
の
文
化
財

（昭
和
四
十
五
年
度
調
査
）

二
、
工
芸
品
の
部

三
、
建
造
物
の
部

県
中
地
区
の
文
化
財

資
　
料
　
篇

目
（図
版
）
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一一一口

一
、
こ
の
調
査
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
た

昭
和
四
十
三
年
度

（県
北
地
区
）

九
月
　
　
六
日
　
　
高
千
穂
町

七
日
　
　
一島
千
穂
町

八
日
　
　
旧
上
野
村
、
五
ケ
瀬
町

九
日
　
　
日
之
影
町
、
北
方
町

十
日
　
　
延
岡
市

十

一
日
　
　
北
浦
村
、
北
川
村
、
東
郷
町

十
二
日
　
　
南
郷
村
、
西
郷
村

十
三
日
　
　
椎
葉
村

十
四
日
　
　
諸
塚
村
、
西
郷
村

十
五
日
　
　
北
郷
村
、
門
川
町
、
日
向
市

昭
和
四
十
四
年
度

（県
南
地
区
）

十
月
二
十
三
日
　
　
野
尻
町
、

二
十
四
日
　
　
須
木
村
、

二
十
五
日
　
　
小
林
市
、

二
十
六
日
　
　
一局
崎
町
、

二
十
七
日
　
　
都
城
市

二
十
八
日
　
　
一局
城
町
、

二
十
九
日
　
　
一二
股
町
、

二
十
　
日
　
　
串
間
市

三
十

一
日
　
　
串
間
市
、

十

一
月
　
一
日
　
　
日
南
市
、

え
び
の
市

小
林
市

高
原
町

山
田
町

山
之
回
町

串
間
市

南
郷
町
、
日
南
市

北
郷
町

昭
和
四
十
五
年
度

（県
中
地
区
）

十

一
月
二
十
四
日
　
　
宮
崎
市

二
十
五
日
　
　
田
野
町
、
高
岡
町

二
十
六
日
　
　
国
富
町
、
綾
町

二
十
七
日
　
　
佐
土
原
町
、
西
都
市

二
十
八
日
　
　
西
米
良
村
、
佐
土
原
町

二
十
九
日
　
　
一局
鍋
町
、
木
城
村

三
十
　
日
　
　
都
農
町
、
川
南
町
、
新
富
町
、
佐
土
原
町

二
、
調
査
件
数

計

県
中
地
区

県
南
地
区

県
北
地
区
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／

／
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第

一
部

県

北
地
区

の
文
化
財

昭

和

四

十

二

年

度

調

査



一
、
彫
刻
の
部

文
化
庁
・
文
化
財
調
査
官
　
田
　
　
辺

　

　

一二

郎

助

宮
崎
県
北
部
に
お
い
て
は
、
前
回

（註
４
）
の
調
査
で
、
高
千
穂
神
社
所
蔵
の

神
像
と
鉄
造
狛
犬
と
が
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
す
で
に
県
指

定
さ
れ
て
い
る
。
総
体
に
仏
教
遺
物
の
少
な
い
当
県
下
に
お
い
て
は
、
他
県
に
く

ら
べ
て
古
彫
刻
に
期
待
し
が
た
い
が
、
今
回
の
調
査

（約
三
〇
件
）
に
お
い
て
、

平
安
時
代
の
作
例
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
全
国
的
に
数
の
少
な
い
鉄
造
狛
犬
を
見
出

し
た
こ
と
は
望
外
の
幸
せ
で
あ

っ
た
。

註
１
、
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
昭
和
四
十
年
度
ま
で
の
郷
上
文
化
財
基
礎
調
査
の
こ
と
。

一
、
本
造
十

一
面
観
音
立
像

　

一
躯

　

（
図
１
）

延
岡
市
須
美
江
町
　
　
普
門
寺

像
高
八
八
セ
ン
チ
、
桧
材
の

一
木
造
り
で
、
い
わ
ゆ
る
平
安
初
期

一
木
彫
像
の

風
を
の
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
総
体
に
お
だ
や
か
な
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
製
作

は
十

一
世
紀
に
は
い
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
送
地
方
で
は
、
小
像
な
が
ら
本
格

的
な
平
安
古
像
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
頭
上
の
諸
面
、
光
背
、
台
座
等

が
後
補
の
も
の
と
か
わ
り
、
手
指
に
若
千
の
欠
損
が
あ
り
、
ま
た
虫
蝕
が
認
め
ら

れ
る
が
、
大
容
は
幸
い
に
改
変
さ
れ
て
い
な
い
。

一
、
鉄
造
狛
犬
　
　
一
対
　
　
（図
２
、
３
）

高
千
穂
町
　
　
向
山
神
社

高
さ
阿
形
四
三

・
二
、
昨
形
四
四

・
三
セ
ン
チ
の
狛
犬

一
対
で
、
頭
部
は
通
常

の
れ
犬
よ
り
も
獅
子
頭
に
ち
か
い
越
を
示
し
、
然
部
も

一
種
の
形
式
化
が
み
ら
れ

て
、
高
千
穂
神
社
の
鉄
造
狛
犬
よ
り
は
や
や
下
り
、
南
北
朝
頃
の
製
作
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
鉄
造
の
狛
犬
は
全
国
釣
に
数
が
少
な
く
、
本
県
の
二
例
を
除
い
て

は
栃
木
県
に

一
例
を
知
る
位
で
、
保
存
の
価
値
は
十
分
認
め
ら
れ
る
。
二
姫
と
も

に
現
在
尾
を
失

っ
て
い
る
。

一
、
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
　
一
躯

　

（図
４
）

高
千
穂
町
上
野
　
主嘲
泉
寺

像
高

一
五
八
セ
ン
チ
、
県
下
で
は
め
ず
ら
し
い
大
き
な
像
で
、
現
状
表
面
は
全

く
後
補
の
彩
色
に
お
お
わ
れ
、
各
所
に
彫
り
直
し
、
埋
木
等
が
あ

っ
て
原
容
を
損

じ
て
い
る
が
、
像
の
中
心
部
は
頭
、
鉢
部
を
通
し
て
大
き
な

一
材
か
ら
木
取
り
し

て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
骨
格
は
平
安
時
代
中
期
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
補

の
部
分
を
取
り
除
い
て
も
、
お
そ
ら
く
当
初
の
姿
を
明
確
に
し
が
た
い
も
の
と
お

も
わ
れ
る
が
、
当
地
方
に
も
こ
の
よ
う
な
古
い
大
作
が
あ

っ
た
証
拠
と
し
て
貴
重

視
せ
ら
れ
る
。

一
、
本
造
阿
弥
陀

三
尊
像

　
一二
躯

　

（
図
５
、
６
）

西
郷
村
田
代
　
　
大
雄
寺

像
高
は
中
尊
五
二
・
八
、
両
脇
侍
各
五
四

・
五
セ
ン
チ
。
中
尊
像
内
に
応
永
三

十
二
年

（
一
四
二
五
）
の
造
立
墨
書
銘
が
あ
り
、
し
か
も
こ
の
地
方
で
の
製
作
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
風
は
ま
さ
に
南
北
朝
風
を
伝
え
た
章
時
の
も
の
で
、
地

方
作
風
と
も
い
う
べ
き
粗
豪
な
趣
が
あ
っ
て
、
当
代
、
当
地
方

の
典

型
と
い
え

る
。
中
尊
の
台
座
に
大
永
三
年
の
修
理
銘
が
あ
り
、
台
座
の

一
部
は
こ
の
時
の
補

作
で
あ
る
。

一
、
本
造
金
剛
力
士
立
像
　
一
一躯

　

（
図
ア
、
８
）

延
岡
市
大
武
町
　
大
武
寺

像
高
各
二
六
〇
セ
ン
チ
。
像
内
に
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
、
京
大
仏
師
光
雲

の
墨
書
銘
が
あ
り
、
江
戸
時
代
前
期
の
大
作
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
作
者
が
京
都

の
仏
師
で
あ
る
だ
け
に
当
時
の
も
の
と
し
て
は
ま
と
ま
り
も
よ
い
。



二
、
工
芸
品
の
部

文
化
庁
ｅ
文
部
技
官
　
郷
　
　
家
　
　
忠
　
　
臣

一
、
梵
鐘
　
　

　

　

一
回

　

（
図
９
）東

郷
村
大
字
山
陰
字
羽
坂
羽
坂
神
社

法
量
総
高
六
八

・
三
糎
、
龍
頭
高

一
〇

。
四
糎
、
笠
盛
三

。
三
糎
、
鐘
身
高
五

五

・
六
糎
、
捷
座
径
五

・
八
糎
、
撞
座
中
心
よ
り
口
縁
ま
で
の
高

一
五
。
○
糎
、

日
径
四
四

・
五
糎
、
乳
高

一
・
四
糎
、
径

一
。
九
糎
、
駒
ノ
爪
幅
三

・
七
糎
、
高

一
・
八
糎
。

品
質
形
状
　
鋳
銅
。
笠
や
や
盛
上
り
、
龍
頭
小
さ
く

鈍
い
。

湯

口

（長
四

・

七
糎
、
幅

一
。
一
糎
）
は
龍
頭
に
平
行
に
並
ぶ
。
乳
四
段
四
列
。
池

ノ
間
銘
文

陰
刻
、
二
区
。
撻
座
二
箇
、
文
様
は
未
詳
か
で
な
く
磨
滅
し
て
い
る
が
、
通
常
の

蓮
華
文
で
は
な
く
、
菊
文
散
し
の
よ
う
で
も
あ
る
。
駒
の
爪

（日
縁
部
）
の
出
は

大
き
く
張
る
。
破
損
は
撞
座
の
上
下
に
割
目
が
あ
る
。

銘
文
　
奉
施
入
日
賓
新
納
院
山
毛
保
　
　
　
　
（第

一
区
）

冠
嶽
三
所
大
権
現
御
宝
前

右
之
趣
者
心
信
之
橿
那

無
病
無
脳
息
災
延
命

家
内
安
穏
子
孫
繁
昌

冨
貴
自
在
心
中
所
求
皆

令
満
足
如
恩
之
故
也

依
御
祈
念
如
斯

天
文
十
八
年
配
七
月
吉
辰
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
区
）

願
主
天
氏
中
俣
大
炊
左
衛
門
尉

重

臼
日
　
鋤

諸
行
無
常
　
是
生
滅
法

生
滅
々
巳
　
寂
滅
為
楽

説
明
　
冠
岳
の
北
頂
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
伊
邪
那
岐
命
、
速
玉
男
命
、
事
解
命
。

旧
称
冠
岳
大
権
現
と
い
っ
た
が
、
明
治
四
年
羽
坂
神
社
と
改
め
た
。
往
古
は
冠
岳

天
狗
岩
の
も
と
西
向
に
鎮
座
さ
れ
た
が
、
後
土
門
天
皇
文
明
年
間
中
に
冠
岳
権
現

山
に
、
昭
和
六
年
に
は
現
在
の
羽
坂
と
変
遷
し
た
と
い
う

（東
郷
村
史
）
。

こ
の
梵
鐘
は
比
較
的
小
形
で
あ
っ
て
、
乳
は
葺
状
、
撻
座
の
位
置

は

一
寸
高

い
。
古
様
さ
が
あ
ら
わ
れ
、
時
代
の
主
流
を
あ
ら
わ
し
た
造
形
精
神
は
あ
ら
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
鋳
造
技
術
も
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
と
は
い
わ
れ
な
い
が
、

こ
の
羽
坂
神
社
鐘
の
も
っ
て
い
る
価
値
は
次
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

第

一
に
、
宮
崎
県
下
に
お
け
る
在
銘
鐘

（和
鐘
）
の
最
も
古
い
も
の
の

一
と
し

て
遺

っ
て
い
る
。
こ
の
年
代
の
も
の
で
古
い
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
が
、

そ
の
原
因
は
西
南
の
役
に
県
下
が
薩
軍
の
造
兵
所
の
役
割
と
し
て
、
梵
鐘
な
ど
が

兵
器
の
材
料
に
使
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
銘
文
が
歴
史
学
、
地
史
学
的
な
文
献
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
は

『

新
納
院
山
毛
保
』
の
地
に
冠
嶽
、
す
な
わ
ち
現
在
の
東
郷
村
冠
嶽
が
属
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
院
」
と
は
租
税
を
収
納
す
る
倉
院
の
収
納
地
域
を
指
し
た
語
で
、
豊
臣
秀
吉

以
前
の
行
政
地
域
名
で
も
あ
る
。

「
新
納
」
と
は
そ
の
院
を
司
す
る
長
官
の
名
で
、
島
津
氏
の

一
族
で
あ
る
。

以
上
の
意
味
で
そ
の
貴
重
性
を
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
、
銅
鏡

椎
葉
村
下
福
良
　
十
根
川
神
社



ω
　
変
形
四
獣
四
乳
鏡
　
　
一
一面
　
　
（図
１０

・
１１
）

径
九

・
四
糎
　
素
文
鉦
　
漢
式
鏡

　

（古
墳
時
代
）
　

火
災
に
道

っ
て
肌
が
あ

れ
て
い
る
。

②
　
禽
獣
葡
萄
鏡
　
　
　
　
一
一面
　
　
（図
４２

・
‐３
）

径

一
一
。
一
糎
　
素
文
錘
　
隋
唐
式
鏡
　
奈
良
時
代
　
火
中
肌
。

①
　
双
雀
梅
花
柳
文
鏡
　
　
　
　
　
　
（図
１４
）

径

一
一
・
七
糎
　
花
文
錘
　
平
安
末
で
鎌
倉
初
。

ω
　
双
雀
菊
桜
花
折
枝
文
散
鏡
　
　
　
　
　
　
（図
１５
）

径
八

・
八
糎
　
花
座
円
鉦
　
鎌
倉
時
代

⑤
　
竹
葉
散
双
雀
鏡
　
　
　
　
　
　
　
（図
％
）

径

一
一
・
三
糎
　
花
文
針
　
鎌
倉
時
代

⑪
　
双
雀
松
竹
洲
浜
文
鏡
　
　
　
　
　
（図
１７
）

径

一
一
。
一
糎
　
花
文
針
　
鎌
倉
時
代

０
　
双
鶴
松
流
水
文
鏡
　
　
　
　
　
　
（図
４８
）

径

一
一
・
三
糎
　
花
座
文
鉦
　
鎌
倉
時
代

①
　
双
鶴
松
洲
浜
文
鏡

（蓬
茶
鏡
）
　

（図
伊
）

径

一
一
・
三
糎
　
亀
甲
文
錘
　
南
北
朝
時
代

説
明
　
こ
の
ほ
か
に
章
神
社
に
は
室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
作
銅
鏡
五
三
面
お
よ

び
江
戸
時
代
の
作
銅
鏡
六

一
面
が
あ
る
。
総
計

一
二
四
面
に
お
よ
び
多
数
の
奉
納

鏡
の
あ
る
神
社
は
東
日
杵
郡
南
郷
村
、
神
門
神
社
の
銅
鏡
と
比
較
さ
れ
る
。

平
安
時
代
以
前
の
鏡
が
伝
世
品
か
出
土
品
か
の
判
断
つ
に
い
て
、
そ
の
肌
が
火

災
に
道

っ
て
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
他
の
鎌
倉
初
期
以
降
の
鏡
は

伝
世
品
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
小
形
の
も
の
で
、
鋳
造
技
術
の
優
秀
さ
に

つ
い
て
傑
出
し
て
い
る
と
い
い
が
た
い
。

と
も
あ
れ
、
多
数
の
奉
納
鏡
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
神
社
の
永
い
歴

史
を
物
語
り
、
こ
の
地
方
の
歴
史
と
結
び
つ
い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（附
記
）

「
日
向
地
誌
」
よ
り
当
社
に
つ
い
て
の
文
章
を
抜
率
す
る
。

村
社
ナ
リ
十
根
川
ニ
ア
リ
社
地
広
二
町
二
段
十
八
歩
大
己
貴
命
ヲ
祭
ル
八
村
大

明
神
卜
云
明
治
四
年
辛
未
今
名
二
改
ム
例
祭
十

一
月
十
五
日
社
傍
二
老
杉

一
株
ア

リ
囲
九
尋
蓋
シ
数
百
年
ノ
物
ナ
リ
遠
ク
シ
テ
之
ヲ
望
メ
バ
鬱
々
ト
シ
テ
雲
門
二
秀

ツ

- 3 ‐―



三
、
建
造
物
の
部

寵

鏡

撃

伊

藤

延

男

建
造
物
関
係
で
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

一
、
十

根
川
神
社
本

殿
内
宮

殿

　

（註
４
）

一
棟

（図
２０
）

椎
葉
村
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
も
と
の
本
殿
で
あ

っ
て
、
三
間
社
流
見
世
棚
造

（註
２
）
、
屋
根
板

葺
、
正
面
柱
間

一
八
七

・
五
セ
ン
チ
と
、小
規
模
で
あ
り
、
簡
素
な
形
式
で
な
る
。

し
か
し
、
室
町
末
期
の
様
式
を
濃
厚
に
持

っ
て
い
る
。
地
方
的
な
ズ
レ
を
考
慮

に
入
れ
て
も
、
お
そ
ら
く
桃
山
時
代
前
後
の
建
立
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
県
下

に
お
い
て
は
、
古
い
様
式
を
保
持
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

註
１
宮
殿
は
厨
子
の
こ
と
。

註
２
見
世
棚
造
は
小
規
模
な
社
殿
に
用
い
る
形
式

次
に
民
家
に
つ
い
て
は
、
折
に
ふ
れ
数
棟
を
調
査
し
た
が
、
組
織
的
な
選
で
択

は
な
い
の
で
、
何
等
か
の
決
論
を
出
す
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
こ
の
方
面
は

他
日
本
格
的
な
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

次
に
石
造
物
に
つ
い
て
の
べ
る
。
石
造
物
の
う
ち
本
県
に
も

っ
と
も
特
徴
的
な

の
は
、
六
地
蔵
瞳
で
あ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
は
、
す
で
に
延
岡
市
内
藤
記
念
館

内
の
も
の

（弘
治
三
年
銘
）
が
県
指
定
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
天
文
年
間

の
も
の
数
基
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
十
五
基
を

加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
も
そ
の
う
ち
に
は
、

一
、
大
地
蔵

憧

　

（、水
正

一
八
年

（
一
≡

三

）
銘
）
※

一
基

（図
２４
）
西
郷

村
　
大
雄
寺

一
、
六
地
蔵
憧

　

（本
沓

一年

（
一
≡

ご
し
銘
）
一
基

（区
２２
）
北
川
村

松
葉
観
音
寺

六
地
蔵
憧

　

（享
禄
五
年

（
一
五
≡

し
銘
）

一
基

（図
２３
）
北
浦
村

昌
雄
寺

六
地
蔵
憧

　

（天
文
六
年

（
一
五
一一モ
）
銘
）

一
基

（図
２４
）
延
岡
市

常
楽
寺

六
地
蔵
憧

　

（天
文

一
〇
年

（
一
五
四
こ

銘
）

一
基

（図
２５
）
延
岡
市

内
藤
記
念
館

六
地
蔵
憧

　

（天
文

一
二
年

（
一
五
四
一じ

銘
）
※

一
基

（図
％
）
東
郷

町
山
陰

六
地
蔵
憧

　

（天
文

一
七
年

（
一
五
四
八
）
銘
）

一
基

（図
２７
）
廷
岡
市

熊
之
江

等
、
今
回
新
発
見
の
も
の
を
も
合
め
、
初
期
に
属
す
る
遺
品
が
数
多
く
発
見
さ

れ
た
こ
と
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

（※
は
、
完
存
し
て
い
な
い
も
の
を
示
す
）

さ
ら
に
、
興
味
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
形
式
を
有
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
変
化
が
何
に
起
因
す
る
か
は
、
今
回
の
調
査
範
囲
だ
け
か
ら
で
は

確
言
し
が
た
い
。
六
地
蔵
憧
は
な
お
県
下
に
多
数
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
広
く
調
査
し
た
上
で
、
結
論
を
見
出
し
た
い
。

六
地
蔵
崚
以
外
の
石
造
物
で
は
、

一
、
五
輪
塔

二
基

（区
２８
）
日
向
市
曽
我
の
森

一
、
五
輪
塔

二
基

（図
”
）
北
川
村
川
坂

が
、
形
も
大
き
く
、
室
町
初
期
に
遡
る
か
と
思
わ
れ
る
ほ
か
、
室
町
末
な
い
し

桃
山
時
代
の
地
方
豪
族
の
墓
所
と
考
え
ら
れ
る
石
塔
群
に
は

一
、
石
塔
群

（図
３０
）
延
岡
市
貝
ノ
畑

一
、
石
塔
群

（図
版
３４
）
北
浦
村
市
尾
内

が
あ

っ
た
。
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第

二
部
県
南

地
区

の
文
化
財

昭

和

四

十

四

年

度

調

査



一
、
彫

刻

の

部

文
化
庁
ｏ
文
化
財
調
査
官

田
　
　
辺

　

　

一二

郎

助

宮
崎
県
は
他
県
に
く
ら
べ
て
仏
数
関
係
の
遺
物
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特

に
県
南
は
明
治
初
年
、
排
仏
毀
釈
が
練
底
的
に
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
見
る
べ

き
仏
像
が
皆
無
に
ち
か
い
。
な
か
で
串
間
市
羽
瀬
の
永
徳
寺
の

一
、
本
造
薬
師
如
来
立
像

　

一
躯

　

（
図
１
）

は
、
め
ず
ら
し
く
像
高

一
六
三
、
五
セ
ン
チ
の
本
格
的
な
仏
像
で
、
今
回
調
査

中
最
大
の
収
穫
と
い
え
よ
う
。

像
は
、
樟
材
の

一
木
造
り
で
全
身
に
漆
箱
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
、
両
足
先
を

江
戸
時
代
に
補

っ
た
ほ
か
本
然
に
は
後
世
の
補
修
も
少
な
い
。
両
耳
が
大
き
く
、

耳
柔
が
外
に
張

っ
て
お
り
、
衣
稲
の
あ
つ
か
い
も
古
様
で
、　
一
見
平
安
後
期
、
十

一
、
二
世
紀
頃
の
風
に
見
え
る
が
、
そ
こ
に
は

一
種
の
写
し
く
ず

れ

が

認

め
ら

れ
、
面
長
な
相
好
を
考
え
併
せ
る
と
、
製
作
は
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
の
も
の
と
お

も
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
十

一
、
二
世
紀
頃
の
古
像
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
忠
実
に
模

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
製
作
年
代
の
古
さ
、
像
の
大
き
さ
共
に
こ
の
地

方
で
は
他
に
比
肩
す
べ
き
も
の
が
な
く
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

串
間
市
で
は
他
に
、
小
像
な
が
ら
注
目
す
べ
き
仏
像
が
二
、
三
あ
る
。
そ
の

一

つ
は
本
城
の
広
護
寺
の

一
、
本
造
如
意
輪
観
音
坐
像
　
一
躯

　

（図
２
）

で
、
像
高
二
八
、
九
セ
ン
チ
、
像
の
中
心
部
は
平
安
後
期
の
製
作

と
考

え

ら

れ
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
、
こ
れ
に
両
手
と
膝
を
補
足
し
、
漆
箱
を
ほ
ど
こ
し
て

完
全
な
姿
に
再
興
し
た
も
の
だ
が
、
非
常
に
精
巧
な
仕
上
げ
で
、
お
そ
ら
く
京
都

あ
た
り
か
ら
近
世
渡

っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
寺
に
は
別
に
鉄
造
と
銅
造
の

二
体
の

一
、
誕

生
釈
迦
仏
像

　

（
図
３
、
４
）

が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
中
世
を
下
る
も
の
で
は
な
い
。

同
じ
く
串
間
市
木
代
の
奥
村
善
市
氏
所
蔵
の
旧
興
与
寺
の
仏
像
中
に
、
室
町
時

代
の
製
作
で
あ
る

一
、
本
造
地
蔵
善
薩
半
珈
像
　
一
躯

　

（図
５
）

が
あ
る
。
県
南
に
は
こ
の
時
代
の
遺
品
が
比
較
的
多
い
が
、
な
か
で
は
最
も
良

い
作
品
で
あ
る
。
樟
材
の

一
木
造
り
で
、
惜
し
い
こ
と
に
破
損
が
ひ
ど
い
。

宮
崎
県
の
彫
刻
と
し
て
は
次
に
仮
面
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
神
楽
面
も
し

く
は
神
面
と
称
す
る
仮
面
が
、
ほ
と
ん
ど
県
内
全
域
で
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
象
は
他
県
で
は
少
な
く
、
当
県
の
文
化
財
の
特
色
の

一
に
数
え
て
よ
ろ
し
か
ろ

う
。今
回
の
調
査
で
も
、
え
び
の
市
西
川
北
、
黒
木
正
人
氏
所
蔵
の

一
、
鬼
形
面
　
一
一面

　

（
図
６
、
ア
）

（各
文
明
十

一
年
＝

一
四
七
九
銘
）

都
城
市
庄
内
、
熊
襲
踊
保
存
会
所
蔵
の

一
、
仮
百
　
八
面

（
図
８
、
９
、
４０
、
１４
、
４２
、
４３
、

‐４
ヽ
‐５
）

（室
町
時
代
）

都
城
市
梅
北
、
黒
尾
神
社
所
蔵
の
神
面
二
十
七
面

（内
二
面
天
文
四
年
＝

一
五

三
五
銘
、
他
に
寛
永
、
元
録
等
江
戸
時
代
在
銘
の
も
の
数
面
）
、
同
安
久
、
興
玉

神
社
所
蔵
の

一
、
鬼
形
面
　
一
一面

　

（
図
４６
ヽ
７
）

（天
文
十
年
Ｈ

一
五
四

一
銘
）

串
間
市
串
間
神
社
所
蔵
の

一
、
神
楽
面
　
十
面

（図
１８
ヽ
停
、
２０
、
２４
、
２２
ヽ
器
ヽ
２４
ヽ
２５
、

％
、
ガ
）

（桃
山
ど
江
戸
前
時
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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こ
の
う
ち
文
明
十

一
年

（
一
四
七
九
）
在
銘
の
面
な
ど
は
、
前
回
都
城
市
、
稲

荷
神
社
で
調
査
し
た
永
五
和
年
＝

一
三
七
九
在
銘
の
神
面
と
共
に
仮
面
史
上
貴
重

な
資
料
と
な
ろ
う
。

石
造
遺
物
で
は
、
串
間
市
鹿
谷
の

一
、
石
造
阿
弥
陀
三
尊
坐
像
　
（図
塞
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
高
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
中

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
程
の

岩
壁
に
丸
彫
り
に
ち
か
く
彫
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
平
安
後
期
の
磨
崖
石
仏
の
風

を
う
け
た
も
の
だ
が
、
現
在
表
面
が
傷
ん
で
、
時
代
を
明
確
に
出
来
な
い
の
が
惜

し
い
。
他
に
、
同
市
永
徳
寺
の

一
、
不
動
明
王
立
像
　
（図
妙
）

（線
刻
、
室
町
初
期
）
や
、
同
市
市
木
の

一
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　

（
３０
）

（半
肉
彫
、
弘
治
三
年
＝

一
五
五
七
銘
）
な
ど
岩
壁
に
刻
ん
だ
例
が
二
、
三
注

目
さ
れ
た
。



二
、
工
芸

品

の
部

文
化
庁
・
文
部
技
官
　
郷
　
　
家
　
　
忠
　
　
臣

一
、
懸
仏
　
一
一面

え
び
の
市
飯
野
地
区
上
上
江
　
熊
野
神
社

ω
　
面
径

一
三
。
八
糎
、
鏡
板
厚
○

。
九
糎

　

（図
３４
）

金
銅
板
金
押
出
製
、
肩
部
左
右
獅
噛
鎖
座
彩
色
、
中
央
に
阿
弥
陀
、
右
観
音
、

左
薬
師
の
各
坐
像
、
光
背
は
花
形
に
し
て
櫻
路
付
、
台
坐
に
は
線
刻
を
施
し
て

い
る
。
裏
板
杉
柾

一
枚
板
に
、
墨
書
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
中
央

「
あ

ミ
だ
」
左

「
か
ん
の
お
ん
」
右

「
や
く
し
」

②
　
面
径

一
三

・
〇
糎
、
厚
Ｏ

。
九
糎

　

（図
３２
）

金
銅
板
金
押
出
製
、
一月
部
左
右
獅
噛
銭
座
で
彩
色
を
施
し
、
外
区
円
形
鋲
留
。

内
区
天
蓋
要
路
を
付
け
て
荘
厳
し
た
阿
弥
陀
、
観
音
、
薬
師
の
各
坐
像
を
配
し

て
い
る
。
作
行
、
様
式
前
者
と
同
様
、
ま
た
裏
面
に
は
前
者
と
同
様
に
暴
書
が

あ

る

。

時
代
　
室
町
時
代

説
明
、
金
鋼
板
金
押
出
の
懸
仏
で
あ
る
こ
の
二
面
は
室
町
時
代
懸
仏
の
様
式
、
技

術
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
形
で
、
作
行
必
ず
し
も
優
秀
で

は
な
い
と
は
い
い
、
当
県
下
に
お
い
て
は
珍
し
い
遺
品
で
は
あ
る
。

な
お
、
当
熊
野
神
社
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
銅
鏡
十
面
が

遺

っ
て
い
る
。
漢
式
鏡

一
面
を
含
ん
で
い
る
が
こ
れ
ら
は
鎌
倉
ど
室
町
時
代
の
も

の
が
主
な
も
の
で
こ
の
時
期
に
こ
の
小
祠
に
対
す
る
信
仰
が
と
く
に
厚
か
っ
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。

０
　
菊
花
双
雀
鏡
　
径

一
一
・
三
糎
、
花
形
円
鉦

　

（図
３３
）

②
　
菊
花
散
双
雀
鏡
、
径

一
一
・
三
糎
　
亀
形
鉦
　
（図
割
）

③
　
社
頭
双
雀
鏡
　
　
　
径

一
一
・
五
糎
　
　
亀
甲
針
　
（図
％
）

ω
　
洲
浜
双
雀
鏡
　
　
　
径

一
一
・
三
糎
　
　
亀
甲
針
　
（図
％
）

０
　
波
文
双
雀
鏡
　
　
　
径

一
〇

・
七
糎
　
　
亀
甲
錘
　
（図
７
）

０
　
蓬
茶
鏡
　
　
　
　
　
径
八
。
三
糎
　
　
　
亀
甲
針
　
（図
３８
）

０
　
松
葉
散
双
雀
鏡
　
　
径
九

・
四
糎
　
　
　
亀
甲
錘
　
（図
研
）

⑬
　
松
竹
双
雀
鏡
　
　
　
径

一
一
・
五
糎
　
　
亀
甲
鉦
　
（図
４０
）

０
　
菊
花
散
双
雀
鏡
　
　
径
九
・
五
糎
　
　
　
花
形
円
針

（図
４‐
）

⑩
　
内
行
花
文
鏡
　
　
　
径
九
・
○
糎
　
　
　
素
文
円
鉦

（図
乾
）

二
、
紺
絲
威
具

（
足
兜

・
喉
輪

・
籠
手
付
）

一
領

（
図
４３
ヽ
４４
ヽ
４５
）

串
間
市
　
串
間
神
社

兜
鉢
　
一局
さ
十
六
糎
、
左
右
に
て
の
幅
二
四
糎
　
　
単削
後
に
て
の
幅
二
五
糎

胴
廻

一
一
二
・
○
糎
　
一局
さ

（前
に
て
）
二
五
糎

兜
は
六
十
二
間
筋
兜
鉢
、
眉
庇
に
双
龍
文
を
金
象
嵌
で
あ
ら
わ
し
、
吹
返
は
桜

染
革
の
上
に
金
銅
九
曜
紋
を
釘
留
め
る
。

胴
は
引
合
わ
せ
の
開
閉
の
便
を
は
か
る
た
め
、
左
右
脇
を
蝶
番
付
に
し
て
五
枚

の
鉄
板
を
結
ぶ
。
こ
の
弦
走

（前
の
部
分
）
は
三
枚
の
鉄
板
を
鋲
留
し
て
、
そ
の

上
面
に
龍
文
を
金
象
嵌
で
装
飾
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
喉
輸

。
籠
手
が
あ
る
。
な
お
籠
手
は
瓢
形
の
打
出
金
物
が

一
の
腕

と
二
の
腕
に
つ
け
た
瓢
籠
手

（小
円
籠
手
）
で
、　
一
の
腕
の
上
に
は
短
札
形
の
鉄

板
が
あ
り
、
こ
れ
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
け
、
そ
れ
に
銀
象
嵌
銘
を
記
す
。

右

「賀
州
住
」
左

「春
田
勝
光
」
と
あ
り
、
加
賀
藩
抱
の
甲
冑
師
、
春
田
勝
光
の

作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
桝
め
頃
の
作
で
、
な
か
な
か
の
優
秀
な
作
で
あ
る
。



三
、
建

造

物

の
部

「
木
造
建

造
物
」

宮
崎
県
は
木
造
の
古
い
建
造
物
の
き
わ
め
て
乏
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
調

査
し
た
範
囲
で
も
、
室
町
時
代
以
前
に
遡
る
遺
構
は
つ
い
に
発
見
さ
れ
な

か

っ

た
。
し
か
し
、
宮
崎
県
で
は
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
風
の
様

式
は
な
か
な
か
成
立
せ
ず
、
た
め
に
室
町
時
代
の
様
式
が
ず

っ
と
後
ま
で
残

っ
て

い
る
。
し
た
が
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
か
ら
、
中
世
の
建
築
の
あ

り
さ
ま
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
意
味
で
第

一
に
注
目
さ
れ
る
の
は

都
城
市
安
久
の

一
、
興
玉
神
社
本
殿
内
宮
殿
　
一
棟

（図
％
、
甲
）

で
あ
る
。
こ
の
宮
殿
は
、
旧
棟
木
に
銘
が
あ

っ
て
、
応
永
六
年

（
一
三
九
九
）

に
英
師
如
来
を
ま
つ
る
厨
子
と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
棟
木
自
体

は
た
し
か
に
応
永
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
他
の
部
分

は
す
べ
て
の
ち
の
時
代
に
造
り
か
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
造
り
か
え
た
時
期
は

よ
く
分
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
造
り
か
え
ら
れ
た
部
分
は
、
も
と
の
形
態
を
き
わ
め
て
忠
実
に
模
倣
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
え
び
の
市
上
上
江
の

一
、
熊
野
神
社
本
殿
内
官
殿
　

一
棟

　

（図
娼
）

は
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
と
み
ら
れ
る
が
、
や
は
り
室
町
様
式
の
濃
く
残
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
城
市
岳
之
下
の

建奈

造昌
物立

研花
究財

室緊
長所

伊

藤

延

男

一
、
兼
喜
神
社
本
殿
内
宮
殿
　
一
棟

　

（図
や
）

も
、
江
戸
時
代
中
期
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
様
式
は
桃
山
時
代
か
と
思
わ
れ
る
ほ

ど
古
い
。

な
お
、
民
家
に
つ
い
て
は
、
数
棟
の
調
査
を
行
な

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
あ
ま
り

年
代
の
古
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
残
存
状
態
が
よ
く
な
か
っ
た
。

「
石
造
物
」

石
造
物
で
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
た
の
は
串
間
市
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
串
間

市
鹿
谷
の

一
五
輪
塔

　

一
基

　

（
図
５０
）

は
、
自
然
石
か
ら
彫
み
出
し
た

一
石
五
輪
塔
で
あ

っ
て
、
そ
の
形
式
は
き
わ
め

て
古
く
、
平
安
時
代
末
期
の
名
残
を
み
せ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
室
町
時
代
頃
古
い

様
式
を
棋
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

串
間
市
西
方
の

一
、
五
輪
塔
　
一
一
基

　

（
図
５４
、
５２
）

は
、
い
ず
れ
も
下
半
分
し
か
残

っ
て
い
な
い
が
、
幅
九
〇
セ
ン
チ
の
大
型
五
輪

塔
で
、
室
町
時
代
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
県
内
で
は
特
に
大
規
模
な
も
の

で
あ
り
、
年
代
も
相
道
に
古
い
か
ら
、
由
緒
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
串
間

市
北
方
大
田
井
　
極
楽
寺
境
内
墓
地
の

一
、
五
輪
塔
群

　

（
図
５３
）

は
、
十
基
以
上
を
残
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の

一
に
天
正
六
年

（

一
五
七
八
）
の
銘
が
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
作
風
を
示
す
基
準
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
他
の
二
基
は
明
ら
か
に
こ
れ
よ
り
も
古
い
様
式
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
室
町

時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
山
之
口
町
花
木
の
前
方
部
落
に
あ
る

一
、
五
輪
塔

　

一
基

　

（
図
５４
）

は
、
俗
称

〃
復
切
ど
ん
″
と
い
わ
れ
、
南
北
朝
時
代
の
武
将
に
か
ら
む
伝
説
を
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・も
つ
が
、
塔
そ
の―
も
の
は
、
室
町
時
代
中
期
ら
し
い
。
し
か
し
規
模
も
大
き
く
て

注
目
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
範
囲
に
は
、
六
地
蔑
瞳
が
い
く
つ
が
あ
っ
た
ｏ
し
か
し
県

北
に
く
ら
べ
る
と
そ
の
数
が
少
な
・く
、
し
か
も
古
い
も
の
に
乏
し
く
か
っ
残
存
状

態
が
よ
く
な
か
っ
た
。

「
そ
の
他
の
建
築
資
料
」

一
、
東
大
寺
大
仏
殿
瓦
本
型

　

（図
“
）

串
間
市
本
裁
　
長
谷
川
ハ
ル
エ
．氏
所
蔵

奈
良
の
瓦
屋
石
井
氏
が
、
江
戸
時
代
東
大
寺
大
仏
殿
の
瓦‐を
製‐作
す
る
に
あ
た

り
用
い
た
と
い
わ
れ
る
木
型
で
あ
る
。
石
井
氏
は
、
明
治
以
後
同
地
に
き
た
り
、

や
は
り
瓦
屋
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。

全
国
的
に
見
て
た
い
へ
ん
・興
味
あ
る
遺
品
で
あ
る
。
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第

二
部

県

中

地
区

の
文
化

財

昭

和

四

十

五

年

度

調

査



一
、
彫

刻

の
部

文
化
庁
・
文
化
財
調
査
官
　
田
　
　
辺

　

　

一二

郎

助

今
回
の
調
査
で
は
、
平
安
後
期
以
降
の
各
時
代
に
わ
た
る
仏
教
彫
刻
が

一
応
出

揃
い
、
仮
面
資
料
と
し
て
貴
重
な
遺
品
を
調
査
し
得
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
や
は
り
県
中
部
が
最
も
収
獲
が
多
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
下
主
な
調
査
対
象
を
略
記
す
る
。

一
、
木
造
阿
陀
如
来
坐
像
　
一
躯

　

（図
４
）

綾
　
　
町
　
　
　
　
川
中
神
社

像
高
八
〇

・
五
セ
ン
テ
、
平
安
時
代
後
期

桧

一
木
造
り
で
、
お
そ
ら
く
背
面
を
矧
い
で
内
割
り
を
施
す
も
の
と
思
わ
れ
、

膝
前
、
両
手
先
等
は
型
の
如
く
矧
付
け
る
。
髪
際
が
広
く
、
い
か
つ
い
感
じ
の
面

相
で
衣
櫂
の
彫
り
も
荒
い
が
、
細
目
の
螺
髪
を
刻
み
つ
け
、
整

っ
た
体
貌
、
整
理

さ
れ
た
衣
文
な
ど
見
る
と
製
作
は
平
安
後
期
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
普
地
方
で

の
平
安
古
像
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
光
背
裏
面
に
文
亀
三
年

（
一

五
〇
三
）
の
銘
が
あ
り
、
現
在
の
二
重
円
光
、
蓮
花
七
重
座
は
こ
の
時
の
補
作
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
室
町
時
代
の
台
座
、
光
背
の

一
典
型
と
な
り
う
る
も

の
で
あ
る
。

一
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　

一
躯

　

（
図
２
）

綾
　
　
町
　
　
　
　
仏
像
寺
趾
仏
堂

像
高
九
六
セ
ン
チ
、
平
安
後
期
―
鎌
倉
初
期

両
手
先
を
失

っ
て
い
る
が
こ
の
頃
に
数
の
多
い
、
い
わ
ゆ
る
三
尺
像
の
来
迎
林

陀
立
像
と
考
え
ら
れ
る
。
頸
部
な
ど
の
矧
目
が
損
傷
し
、
現
状
は
み
る
か
げ
も
な

い
あ
り
さ
ま
だ
が
、
や
さ
し
く
整

っ
た
面
相
な
ど
な
か
な
か
出
来
の
よ
い
像
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
早
急
に
修
理
、
保
存
の
途
を
構
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
、
木
造
十

一
面
観
音
立
像

　

一
躯

　

（
図
３
）

高
鍋
町
　
坂
　
　
本
　
　
清

氏
　
蔵

像
高
七
五

・
五
セ
ン
チ
　
鎌
倉
後
期

誓

・
頭
上
面
等
を
失

っ
て
い
る
が
、
十

一
面
観
音
で
あ
っ
た
痕
跡
が
あ
る
。
面

相
や
衣
の
ひ
だ
の
表
現
な
ど
に
、
鎌
倉
の
写
実
的
な
風
が
顕
著
で
、
し
か
も
な
か

な
か
出
来
の
よ
い
像
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
鎌
倉
仏
中
、
重
要
文
化
財
指
定
の
三

件
に
次
ぐ
も
の
だ
が
傷
み
が
ひ
ど
い
の
が
惜
し
い
。

一
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　

一
躯

　

（
図
４
）

新
宙
町
　
　
　
　
厳
島
神
社

像
高
七
五

・
八
セ
ン
チ
、
鎌
倉
末
―
南
北
朝
時
代

こ
れ
も
彩
色
、
両
眼
、
台
座
、
光
背
等
を
補
修
し
て
見
か
け
は
よ
く
な
い
が
、

こ
の
時
代
の
典
型
的
な
弥
陀
立
像
で
、
補
修
す
れ
ば
面
目
を

一
新
す

る

で
あ

ろ

】つ
。

一
、
本
造
阿
弥
陀

三
尊
立
像
　
一二
躯

　

（
図
５

ｏ
６

●
ア
）

佐
上
原
町
　
　
　
　
堤
公
民
館

像
高
　
中
尊
七
九

・
○
　
左
脇
待
六

一
・
三
　
右
脇
待
五
六

・
○
セ
ン
チ

鎌
倉
末
―
南
北
朝
時
代

い
わ
ゆ
る
来
迎
相
の
弥
陀
三
尊
で
、
や
は
り
こ
の
頃
の
特
色
顕
者
な
作
例
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
傷
み
が
ひ
ど
い
が
、　
一
応
三
尊
が
揃

っ
て
い
る
の
は
貴

重

で
あ

フ０
。

一
、
銅
造
阿
弥
陀

三
尊
立
像

　
一二
躯

　

（
図
８

●
９
）

西
都
市
　
　
　
　
城
宝
寺

像
高
　
中
尊
四
七

・
五
　
左
脇
侍
　
一二
〇

・
三
　
右
脇
侍
三
〇

・
六
セ
ン
チ

鎌
倉
末
―
南
北
朝
時
代

い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式
の
銅
造
三
尊
で
、
こ
の
よ
う
な
作
例
は
全
国

に

発

見

さ



れ
、
現
在
百
六
十
件
程
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
作
品
は
お
そ
ら
く
そ

の
南
限
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
県
下
に
は
国
富
町
の
義
門
寺
に
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら

の
は
三
尊
揃

っ
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
必
ず
し
も
出
来
の
よ
い
方

で
は
な
い
が
、
文
化
史
的
に
は
貴
重
な
遺
品
と
い
え
る
。

一
、
石
造
寒
山
拾
得
像
　
一
一躯

　

（
図
１０

ｏ
ｌｌ
）

高
鍋
町
　
　
　
　
舞
鶴
城
趾

全
高
　
寒
山
九
五

・
Ｏ
　
拾
得
九
六

・
三
セ
ン
チ
、
室
町
時
代

各

一
石
の
表
面
を
平
た
に
け
ず
り
、
そ
こ
に
像
を
薄
肉
に
刻
ん
だ
も
の
で
、
裏

面
に
天
文
十
八
年

（
一
五
四
九
）
の
銘
を
刻
ん
で
い
る
。
も
と
串
間
に
あ
り
、
秋

月
藩
が
当
地
に
移
し
た
と
伝
え
る
が
め
ず
ら
し
い
石
造
遺
品
で
あ
る
。

一
、
木
造
六
観
音
像
　
一ハ
躯

　

（
図
１２

・
４３

・
４４

・
朽

・
‐６

・
７
）

像
高
三
四

・
三
ど
三
六

・
五
セ
ン
チ
、
室
町
時
代

像
の
頭
部
内
面
や
台
座
に
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
奈
良
、
宿
院
仏
師
源
次
他

の
墨
書
銘
が
あ
り
、
送
時
奈
良
地
方
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
著
名
な
仏
師
集
団

の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
寺
の
弘
法
大
師
像

へ像
高
八
二
セ
ン
チ
）
も
同

じ
作
で
あ
り
、
奈
良
地
方
に
も
同
じ
作
者
の
遺
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
資
料
的
に

興
味
深
い
も
の
で
、
ま
た
作
例
の
少
な
い
六
観
音
の
遺
品
と
し
て
も
尊
重
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

一
、
木
造
千
手
観
音
立
像

　

一
躯

　

（
図
４８
）

佐
土
原
町
　
　
　
　
平
等
寺

高

一
二

一
・
五
セ
ン
チ
、
江
戸
時
代

装
飾
的
な
髪
毛
や
衣
紹
の
あ
つ
か
い
な
ど
に
鎌
倉
後
期
の
凪
を
承
け
た
江
戸
時

代
の
作
品
で
、
当
時
と
し
て
は
入
念
な
出
来
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
の
仏

像
は
全
国
的
に
数
が
多
く
、
当
地
方
で
も
か
な
り
見
て
来
た
が
、
な
か
で
は
推
賞

し
う
る

一
作
と
い
え
よ
う
。

一
、
木
造
舞
楽
面

（陵
王
）
　

一
面
　

（図
停
）

宮
崎
市
　
　
　
　
新
名
爪
八
幡
神
社

縦
二
八

・
一
（顎
を
除
く
）
セ
ン
チ
、
室
町
時
代

舞
楽
面
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
盛
行
し
た
舞
楽
に
用
い
る
面
で
、
そ
の
遺
品
は

近
世
ま
で
を
合
め
る
と
全
国
に
散
在
し
て
い
る
。
本
面
は
お
そ
ら
く
そ
の
南
限
と

思
わ
れ
、
文
化
史
的
に
意
義
の
あ
る
遺
品
で
あ
る
。
作
と
し
て
は
か
な
り
く
ず
れ

た
も
の
で
、
室
町
期
も
早
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
お
そ
ら
く
豊
後
宇
佐
神
宮
と

の
関
係
に
お
い
て
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
社
に
は
同
じ
頃
の
作
か
と

考
え
ら
れ
る
獅
子
頭
も

一
面
伝
わ
っ
て
い
る
。

一
、
本
造
能
面

（麟
砒
サ
　
　
一
面

　

（
図
２０
）

国
富
町
　
　
　
　
井
　
　
口
　
　
渡
　
　
氏
　
蔵

縦
二
五

・
五
セ
ン
チ
、
室
町
時
代

両
眼
を
見
開
き
、
日
を
へ
し
め
た
大
ぶ
り
の
面
で
、
樟
材
の
荒
い
彫
り
日
の
も

の
で
、
お
そ
ら
く
能
面
の
魔
見
の
祖
型
を
示
す
遺
品
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
に
嘉
吉

四
年

（
一
四
四
四
）
、
伊
勢
太
神
宮
に
寄
進
し
た
旨
の
刻
銘
が
あ
り
、
能
楽
大
成

以
前
の
能
面
を
考
え
る
上
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

一
、
木
造
神
面

（
阿
形

・
畔
形
）

二
面

　

（
図
２４

・
２２
）

佐
土
原
町
　
　
　
　
巨
田
八
幡
神
社

縦
阿
形
二
四

・
八
　
昨
形
二
五

・
三
セ
ン
チ
、
桃
山
時
代

室
時
時
代
の
社
殿
と
し
て
貴
重
な
本
殿

（建
築
の
項
参
照
）
の
正
面
の
柱
に
か

け
て
あ

っ
た

一
対
の
奉
納
鬼
面
で
、
各
々
の
裏
に
墨
書
銘
が
あ
り
、
慶
長
十
八
年

（
一
六

一
三
）
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
種
神
面
と
し
て
は
特
に
古

い
も
の
で
は
な
い
が
、
出
来
は
よ
い
方
で
し
か
も
当
初
の
奉
納
状
態
を
偲
ば
せ
る

こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

（以
　
上
）

一 Ю8-



二
、

工

芸

品

の
部

花

ξ

響

郷

家

忠

臣

一
、
銅
　
　
鏡
　
十

一
面

佐
土
原
町
大
字
上
田
島
　
　
　
　
巨
田
神
社

菊
花
双
雀
鏡
　
　
　
　
径

一
〇

・
三
糎
　
　
　
　
花
文
銀
　
　
　
（図
２３
）

菊
花
尾
長
鏡
　
　
　
　
径

一
〇

・
四
糎
　
　
　
　
花
文
鉦
　
　
　
（区
２４
）

菊
花
散
双
雀
七
曜
紋
鏡
　
径

一
一
・
六
糎
　
　
　
花
文
針
　
　
　
（区
２５
）

社
頭
双
雀
鏡
　
　
　
　
径

一
一
。
三
糎
　
　
　
　
亀
甲
針
　
　
　
（図
％
）

浮
線
綾
文
鏡
　
　
　
　
径

一
一
・
○
糎
　
　
　
　
亀
甲
鉦
　
　
　
（図
２７
）

菊
花
双
雀
鏡
　
　
　
　
径

一
〇

・
四
糎
　
　
　
　
亀
甲
鉦
　
　
　
（図
２８
）

菊
桐
花
散
鏡
　
　
　
　
径

一
〇

・
三
糎
　
　
　
　
亀
甲
針
　
　
　
（図
”
）

洲
浜
松
竹
双
鶴
鏡
　
　
径

一
一
。
三
糎
　
　
　
　
亀
甲
鉗
　
　
　
（図
３０
）

以
上
室
町
時
代
の
作

ω
　
洲
浜
松
竹
双
鶴
鏡
　
　
径

一
一
。
三
糎
　
　
　
　
亀
甲
鉦
　
　
　
（図
３‐
）

ω
　
洲
浜
松
竹
双
鶴
鏡
　
　
径

一
二
・
三
糎
　
亀
甲
銀
、
桃
山
時
代

　

（図
ψ
）

働
　
洲
浜
松
竹
双
鶴
鏡
　
　
径

一
〇

・
二
糎
　
亀
甲
鉦

「
天
下

一
清
水
河
内
守
」

鋳
銘
、
江
戸
時
代
　
　
（図
３３
）

説
明
、
本
殿
は
室
町
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
奉
納
鏡
は
そ
れ
を
裏
付
け
る

資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

lAJ Oい tll ⑬ O l_lll1 二

一 一 ― は
腰 領 領 次

の

着
物 中
が J弓
遺 主
つ 右

て 衛
い P]
る

甲

由
同

兜
鉢
残
閉
　
　
　
　
一
領
分

（
一
箱
）

西
都
市
銀
鏡
　
　
　
　
浜
　
砂
　
　
一早
　
氏
　
蔵

八
幡
座
金
径
六

。
○
糎
　
　
　
　
（図
３４

・
笛

・
％
）

浜
砂
氏
宅
、
大
王
塚
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
場
所
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
伝
承

に
よ
れ
ば
南
朝
糸
の
親
王
が
着
用
し
て
い
た
も
の
と
い
う
。

こ
の
伝
承
を
裏
付
け
る
ご
と
く
、
鎌
倉
時
代
の
兜
鉢
ら
し
い
。
小
札
の
様
式
、

八
幡
座
お
よ
び
筋
や
鋲
の
大
き
い
こ
と
は
そ
の
時
代
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

現
在
腐
蝕
著
し
く
、
そ
の
完
全
な
形
は
知
る
よ
し
も
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

三
、
染

織

品

０
　
小
袖
残
閉
　
一
領
分
　
　
（図
３７
）

宮
崎
市
下
北
方
町
五

一
四
二
　
　
金
　
丸
　
茂
　
一　
氏

蔵

現
状
は
襟
、
稚
、
袖
、
身
頃
な
ど
の
縫
絲
が
と
れ
て
い
て
分
離
し
た
ま
ま
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
裂
状
な
が
ら
、
鳳
凰
菊
唐
文
を
肩
裾
に
色
糸
に
て
縫
箔
の
技
術

で
装
飾
し
た
小
袖

一
領
分
の
裂
で
あ
る
。
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
を
降
ら

な
い
縫
箔
で
あ
る
が
、
そ
の
袖
も
小
さ
く
、
当
時
服
装
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
が

い
か
ん
せ
ん
、
小
袖
と
し
て
完
好
の
衣
裳
で
残
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

②
　
格
子
模
様
肩
衣
　
　
一
領
分

（図
３８

・
鬱
）

高
岡
町
花
見
　
　
　
　
花
見
神
社

紺
、
黄
の
絹
絲
で
格
子
模
様
に
織

っ
た
肩
衣
で
、
背
裏
床
布
地
に
次
の
よ
う
な

墨
書
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
七
歳
卯

奉
奇
進
大
神
宮
祇
菌
大
正
軍

十

一
月
十

一
日
　
　
一局
岡
花
見
村

こ
れ
は
狂
言
装
束
で
あ

っ
て
、
当
社
に

木
綿
紺
地
立
涌
蝶
葵
文
肩
衣

締
子
地
獅
子
雲
宝
誌
文
肩
衣

茶
地
四
菱
文
野
袴



三
、
建
造
物
の
部

壽

熱

罫

伊

藤

延

男

概
要
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
木
造
建
造
物
に
お
い
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
。
こ
れ
が
第

一
の
収
獲
で
あ

っ
て
、
佐
土
原
町
の
巨
田
神
社
本
殿
、
綾
町
の

川
中
神
社
本
殿
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
機
を
見
て
拝
見
し
た
住
宅
で
も
、
年
代

の
明
ら
か
な
例
を
二
、
三
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
将
来
の
民
家
調
査
に
対
す

る
基
準
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

石
造
物
で
は
、
ま
ず
宮
崎
市
の
宝
泉
寺
墓
地
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
板
碑
二

基
を
調
査
し
た
ほ
か
、
か
な
り
多
く
の
六
地
蔵
憧
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
う
ち
で
は
、
国
富
町
の
宝
光
寺
の
も
の
が
比
較
的
保
存
が
よ
か

っ
た
が
、

一
般
的
に
は
断
片
的
と
な

っ
て
い
た
も
の
が
多
い
。

「木
造
建
造
物
」

こ
た

一
、
巨
田
神
社
本
殿

　

一
棟

　

（
図
４０

．
４‐
）

佐
土
原
町
　
上

田

島

三
間
社
流
造
の
社
殿
、
昭
和
三
十
六
年
屋
根
葺
替
に
当
り
、
天
文
十
九
年

（
一

五
五
〇
）
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
た
。
様
式
も
室
町
末
期
で
あ
り
矛
盾
は
な
い
。
本

県
下
で
は
、
室
町
時
代
建
立
の
ま
ま
伝
わ
る
唯

一
の
遺
構
で
あ
る
。
た
だ
し
、
向

拝
部
分
は
桃
山
時
代
頃
の
大
改
造
を
受
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
島
津
氏
統
治
に
な

っ
て
意
識
的
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
、
川
中
神
社
本
殿

（
旧
阿
弥
陀
堂
）
　

一
棟

　

（図
笠
）

綾
町
川
中

実
年
代
は
近
世
初
期
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
様
式
を
も

つ
仏
堂

建

築

で
あ

′
や

。一
、
元
山
矢
村
神
社
本
殿
　
一
棟

　

（図
喝
）

西
米
良
村
　
　
　
　
　
　
　
上
米
良

村
所
の
八
幡
神
社
本
殿
を
移
し
た
も
の
、
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
だ
が
、
暮
股

そ
の
他
に
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
の
古
材
を
残
し
て
い
る
。

う
ぶ
す
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・

一
、
産
土
神
社
本
殿

　

一
棟

　

（
図
４４
）

西
米
良
村
　
　
　
　
　
　
　
横
　
野

慶
安
五
年

（
一
六
五
三
）
と
年
代
は
粥
ら
か
だ
が
、
簡
素
な
建
物
で
あ
る
。

「
石
造
物
」

一
、
板
碑
　
一
一基

　

（
図
４５

・
名
）

宮
崎
市
城
ケ
崎
　
　
　
　
宝
泉
寺
墓
地
内

一
基
は
鎌
倉
時
代
嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）
銘
が
あ
り
、
他
は
無
銘
で
あ
る
や

は
り
同
時
代
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
調
査
す
れ
ば
新
発
見
が
あ
ろ
う
。
が
、

こ
の
墓
地
は
目
下
区
画
整
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
い
石
造
物
に
何

等
か
の
保
存
措
置
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

一
、
大
地
蔵
憧
　
一
一基
　

（図
７
・
４８
）

宮
崎
市
　
　
　
　
　
　
　
長
　
久
　
工寸

桃
山
な
い
し
江
戸
初
期
。

一
、
大
地
蔵
憧
　
一
一基
　

（図
り
・
５０
）

宮
崎
市
　
　
　
　
　
　
　
伊
満
福
寺

一
基
は
永
正
十
八
年

（
一
五
二

一
）
銘
だ
が
竿
だ
け
、　
一
基
は
桃
山
。

一
、
六
地
蔵
憧

　

一
基

　

（
図
５‐
）

国
寓
町
　
　
　
　
　
　
宝
光
寺

永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）
銘
、
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
い
る
。

一
、
十
三
仏
石
碑
　
一
基
　

（図
貶
）

高
鍋
町
　
　
　
　
　
　
　
家
床
部
落

永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
銘
、
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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県

中

地

区

の

文

化

財

（図
必



造 阿 弥
・
陀 如 来 坐

(綾町 川中神社蔵 )
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Ⅲ
Ⅲ
ド

|ず
キ

野
lf卜ぶ一ユ

木
造
如
来
立
像

(綾
町
 
佛
像
寺
趾
仏
堂
蔵
)

図
3

木
造
十
一
面
観
音
立
像

(高
鍋
町
 
坂
本
清
氏
蔵
)





―め目―

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

(新
富
町
 
厳
島
神
社
蔵
)

木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像
(中
尊
)

(佐
土
原
町
 
堤
公
民
館
)





図 6 木造阿弥陀三尊立像 (右脇侍 )

(佐土原町 堤公民館蔵 )

図 7 右 に 同 じ (左脇侍 )
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図 8 銅造阿弥陀三尊立像 (中尊 )

(西都市 城宝寺 )

図 9 右 に 同 じ (脇侍 )
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十日［ＨＩ

石
造
寒
山
拾
得
像

(高
鍋
町
 
舞
鶴
城
跡
)





――　∞［出‐Ｉ‐

図
12 
木
造
六
観
音
坐
像
(そ
の
1)

(宮
崎
市
 
長
久
寺
蔵
)





排
酢
＞
醐
呻
卜
輔
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‐―　』［導　―‐

一

．
，７
図

(そ
の
6)

(そ
の
5)

木
造
六
観
音
坐
像





木造千手観音立像 (佐土原町 平等寺蔵 )
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榛

無

一蛤
ｒ
麟

木造舞楽面 (陵王 )(宮崎市新名爪八幡神社蔵 )図
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木  造  能  面 (痣見 )

(回富町 井口渡氏蔵 )
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:|ヾ11■
|

111(lir

議
‐―　め∞ヨ‐‐

図
盟

挺
ヨ
         

ネ
申

(佐
土
原
町
 
巨
田
八
幡
神
社
蔵
)

(籐
可
汗
彦
)





膠]23 鏡
　
一≡

一■

同

　

一一一

(佐土原町  巨田八幡神社蔵 )(そ の 1)

膠]24 ,同

-137 ‐一

(そ の 2)





達

報
ぶ

(そ の 3)

鏡
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図

膠雪 26 銅 (そ の 4)





(そ の 5)
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(そ の 6)





図 29 鏡9同 (そ の 7)
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図 31

鏡

一
銅

(そ の 9)

膠]32

-145 -

(そ の10)
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甲 冑 残 閉

(西都市 浜砂淳氏蔵 )

上  に 同  じ

(そ の 1)

D]35

-149 -
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(そ の 2)
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―‐　∽い＝　Ｉ‐

袖
(宮
崎
市
 
金
丸
茂
一
氏
蔵
)





Ｉ‐　いいＨ　Ｉ‐





―路＝―

巨
田
ノ(幡
神
社
本
殿
(全
景
)

(佐
土
原
町
)





ｌｏ召―

じ]41
巨
 H]八
 
幡
 
神
 
社
(正
面
)





-161-





蒻

Ｉ‐　∞Φ日‐‐

元
l山
矢
村
神
社
本
殿

(西
米
良
村
)

上
 
神
 
社
 
本

(西
米
良
村
)





４韓
∴髯一

‐‐　めΦ出・１，

板
       

碑
  (そ

の
1)

(宮
崎
市
宝
泉
寺
墓
地
内
)

(そ
の
2)





ＩＩ　ドΦ出・Ｉ
Ⅲヽ
1

重
点ばd

地
蔵
憧

(そ
の
1)

(宮
崎
市
 
長
久
寺
)

(そ
の
2)





ｌωΦ日―

:籟
謬

(そ
の
2)





―‐　＝』出　Ｉ‐

地
  
蔵
  
瞳

(国
富
町
 
宝
光
寺
)





―
  |

資

　

　

料

篇



― ―
-   1

資
　
料
　
基届

ｏ
　
鰐
口
の
銘
文

6 5 4 3 2 1

番
　
号

一
四
四
八

一
四
二
一

一
四

一

一
四

一
二

一
四
〇

一
三
八
〇

西
　
暦

五 文

安

廿 応

九 永

廿 応

一 永

十 成

九 永

応
　
水ヽ

十
　
五

天
　
授

六 和
　
暦

戊
　
辰

壬

寅

甲
　
午

壬
　
辰

成

子

庚

申

干

支

日
南
市

鋲
　
肥

願
成
就
寺

五
箇
瀬
町

坂

　

本

観
　
立日
　
堂

延
岡
市
　
　
　
´

熊
之
江
町

森

　

　

正

裕

高
千
穂
町

大
宇
岩
戸
土
呂
久

南佐
　
藤
　
富
貴
夫

五
箇
瀬
町

鞍

　

岡

清
水
寺
地
蔵
堂

高
千
穂
町

宮

本

定

一

（荒
建
神
社
旧
蔵
）

所

在

（右
）
豊
州
宇
佐
郡
安
心
院
内
上
庄
観
音
堂
鰐
口

（左
）
讐
文
安
五
賊
一一月
彼
岸
願
主
通
越
隻
敬
自

（中
）
奉
施
入

（外
区
）
（図
３
）

（内
区
）

（表
）
大
日
本
国
鎮
西
豊
後
州
玖
珠
郡

山
田
郷
岩
壷
阿
弥
陀
堂
御
前
奉
謹

（六
カ
）

讐
応
永
二
十
九
念
卯
月
吉
口

主願白IIl

全
異
）

（右
）
佐
伯
宝
光
寺
鎮
守
奉
施
入
金
墾

（中
）
満
天
宮

（左
）
応
永
廿

一
年
岬
十
月
八
日
讃
岐
守
大
神
燿
世

（図
２
）

（表
）
奉
施
入
東
林
寺
藤
師
瑠
璃
光
如
来
御
宝
前

呻
『
『
』
蜘
幹
蝉
解
紳
劇
闘
原
村
居
住
国
政
軸

（裏
）

（右
）
奉
施
入
泉
徳
寺
地
蔵
堂
鰐
口
願
主
敬
白

（左
）
応
永
十
五
年
如
月
十
五
日

（右
）
奉
施
入
肥
州
昧
水
庄
池
山
寺
鰐
口

（左
）
天
授
六
　
十
二
月
十
三
日
　
願
主
敬
白

（図
１
）

銘

文

面
径
　
一
六
・
五
糎

総
厚
　
七
ｏ
一
糎

鋳
銅
　
撞
座
荷
葉
文
　
荊
銘

面
径
　
一
七
・
六
糎

総
厚
　
一ハ
・
〇
糎

鋳
銅
　
撞
座
素
文
　
表
裏
面
刻
銘

鋳 総 面
銅 厚 径

一
九

・
Ｏ
糎

七
・
六
糎

撞
座
素
文
　
刻
銘

面
径
　
一
七
・
三
糎

肩
厚
　
四
・
五
糎

鋳
銅
　
撞
座
蓮
華
文
　
表
裏
刻
銘

面
径
　
一
五
・
七
糎

総
厚
　
一ハ
・
八
糎

鋳
銅
　
撞
座
蓮
華
文
　
刻
銘

鋳 総 面
銅 厚 径

二
〇
糎

八
・
二
糎

撞
座
素
文
　
刻
銘

備

考
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9

一
四

八
三

一
四
八
〓

一
四
七

一

十 文

五 明

十 文

五 明

三 文

明

癸 癸
　
卯

辛

卯

高
崎
町
笛
水

椎

　

　

屋

椎

原

正

三

葉師

薬 伸 椎

堂 塔 村

西
郷
村
大
字
田
代

字
上
円
野

地
　
蔵
　
堂

鰐十
口

一
口
願
主
日
州
柏
原
保
内
五
郎
右
門
文
明
十
五
美
卵
年
東
善
寺

（外
区
）

（図
４
）

二
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（内
区
）

盆象盆婁

（右
）
九
州
肥
後
国
森
宮
四
庄
本
簡
村
願
一田
口
日
剛
一檀
那
七
郎
左
衛
門

（文潮汁訥報鰈封珠一朝徳卸勅鶴唯脚師卸帥姉智

右
志
□
回
天
長
地
久
御
願
円
満
諸
人
快
楽
持
者
信
心
施
主
息
災
延
命
故
れ

左 右 左 右

群醐剤蜘群輔四聴鰤踪嬬螂隣脚融原秀次敬白

安
穏
後
生
書
処
醐
　
一Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
一

回
恩
丹
村
地
蔵
堂

（外
区
）

（内
区
）

面
径
　
一
〓
下

〓
一糎

総
厚
　
一ハ
・
〇
糎

鋳
銅
　
撞
座
素
文
　
刻
銘
。

面
径
　
一
四
・
五
糎

総
厚
　
七
・
三
糎

鋳
鋏
　
刻
銘
。

面
径
　
一
四
・
〇
糎

肩
厚
　
一一下

○
糎

鋳
銅
　
刻
銘
。

以
上
の
鰐
日
は
第
二
次
調
査
期
間
中
、
実
見
し
調
査
済
の
も
の
で
、

昭
和
十
年
二
月
刊
、
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
十
二
輯
、

か
つ
慶
長
以
前
す
な
わ
ち
桃
山
時
代
以
前
在
銘
の
も
の
の
み
採
取
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、

日
向
ノ
金
石
文
に
記
載
し
て
い
な
い
も
の
が
合
ま
れ
て
い
る
。
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lit'
携滋

(高千穂町 荒建神社旧蔵 )

口 (応永21年銘 )

(延岡市 森正裕氏蔵 )
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ｔ

ｌ

口 (日 南市 願成就寺蔵 )

口

（高
崎
町
　
椎
原
正
三
氏
蔵
）

図 4
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